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情報の海を専門家と渡る

　この原稿を執筆している現在（2023年10月初
旬），コロナ禍前の日常へと回帰しようとする動
きが加速しているように感じられます。コロナ禍
が社会に及ぼしてきた影響を心理学の視点から改
めて考えてみると，特に注目されるもののひとつ
が，偽情報や陰謀論の流布です。これらの情報が
拡散する速度は，専門家の反駁が追いつかないほ
ど速く，それが混乱や不安を引き起こしています。
　このような背景の中で，専門家による正確な情
報のアウトリーチの必要性が一層，増してきまし
た。アウトリーチの魅力は，一般市民と専門家と
の間のギャップを埋めることにあります。専門家
は研究や実務の中で得られた知見を，具体的でわ
かりやすい形で伝えることで，一般市民の理解を
促進することができます。このようなコミュニケ
ーションは，社会の不安や誤解を減少させ，より
健全な社会を形成する礎となるでしょう。
　私自身，認定心理士の会の公開シンポジウムに
関わった経験から，アウトリーチの効果を実感し
ています。オンライン開催のおかげで，これまで
よりも多くの方々が参加でき，多くの疑問に丁寧
に答えられたのは，大きな収穫でした。公開シン
ポジウムは正確な情報を欲する一般市民と専門家
をつなぐ重要な場として機能していると思います。
　専門家と一般市民が情報を交換し，知識を深め
るプロセスは，社会全体の認識を豊かにします。
情報をオープンマインドで共有することを通じて，
一緒に学び，理解を深めることができます。認定
心理士の会は，この対話を推進するプラットフォ
ームとして活動し続けてまいります。皆さんとの
共同作業を楽しみにしています。
 （認定心理士の会運営委員会委員　宮島 健）

現役学生の悩みごとについて

　9月に日本学術振興会特別研究員の採用者が
発表され，SNSでは多様な声が上がっていました。
二十代後半となると結婚や子育てのようなイベント
が増える一方，お金の事情は切実であり，特別研究
員に支給される研究奨励金を当てにしている人が多
いのだと思います。私にとっても過ぎ去った出来事
ではなく，特別研究員PDに応募できる資格を一応は
持っています。実際に応募するかは別として学振関
係の講演には興味を持っています。
　最近若手の会で「学振」をテーマにした企画を行
いましたが，聴講いただいた方々から厳しいご意見を
お寄せいただきました。その多くが，所謂「成功者」
の方略は参考にならない部分が多いとのコメントでし
た。確かに，現役世代が直面している悩みを拾い上
げ，適切な情報供給をできていなかったように思いま
す。特別研究員の採択率（20％程度という話が有
名ですが，社会科学区分だけで考えると実は20％を
下回っている）を考えると，焦点を当てるべきは，申請
書類の採択可能性を上げる方法論よりも，不採択だ
った場合にどうするかという情報なのかもしれません。
　最近では大学院生に対する金銭的な支援網が向
上し，特別研究員になる以外の選択肢が増えてきて
います（それでも生活はやや厳しいかもしれません
が）。中にはクラウドファンディングや動画投稿の収
益といったような特殊な金銭獲得手段も散見します。
再現性が低い手段は除外しても，若手が研究職を諦
めないための情報を探り提供することに努力を注ぐ
価値はありそうです。ちなみに，現役学生の方々か
らは社会人学生という手段について何度か尋ねられ
たことがあります。一般企業にお勤めの方々が，長
い就学期間を要しても学位を取得できる環境が整備
されれば，それはそれで心理学業界にメリットがある
かもしれません。
 （若手の会幹事　前澤知輝）
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